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☆ １０月の消費者相談状況（速報）

１０月の相談件数は、３，９３６件（前月６，４１９件）で、前月より２，４８３件

減少しました。このうち、要望・意見は２９７件（前月４３７件）、苦情は１２７件（前

月７８１件）といずれも大幅に減少しました。これは９月に発生した事故米穀の不正規

流通事案に関する相談が減少したためです。

図１ 相談件数の推移 速報

〔品目別相談件数〕

相談件数を品目ごとにみると､｢穀類及びその加工品」に分類される相談は１，０８９

件と前月（３，３９２件）より大幅に減少し、全体の２８％（前月５３％）となりまし

た。次に「青果物及びその加工品」が３９１件（前月３５９件）、「水産物及びその加工

品」が３７５件（前月３４６件）と、いずれも前月より増加しました。

図２ 品目別相談比率
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このうち、上位３項目について内容別に見ると、「穀類及びその加工品」に関する相

談では「表示」に分類されるものが４６％、「安全・衛生」が１５％を占めています。

これは、９月に発生した事故米穀の不正規流通事案を受けた相談や苦情が減少し、新米

の流通が本格化したため「表示」に関する相談が増加したためです。そのうち米の表示

に関する相談は３５６件（前月３７９件）寄せられました。「青果物及びその加工品」、

「水産物及びその加工品」に関する相談では「表示」に関する相談が５０％以上を占め

ています。

図３ 上位３項目（品目別）の内容別相談件数

〔内容別相談件数〕

相談件数を内容ごとにみると、「表示」に分類される相談が１，９３７件（前月

１，７１４件）と最も多く、全体の４９％（前月２７％）を占めています。次に「安全

・衛生」が４６８件（前月１，６４３件）、「制度・基準」が３３８件（前月２８６件）

となっています。

図４ 内容別相談比率
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これを前月と比較すると、「表示」、「制度・基準」に分類される相談は、相談件数、

相談全体に占める比率ともに増加しています。一方、「安全・衛生」、「生産・流通・消

費」、「苦情」は相談件数、全体に占める比率ともに減少しています。これは、前述の事

故米穀の不正規流通事案に関する相談が減少したためです。

食品表示を始めとする各種の情報提供は３２０件と前月（３５３件）より減少し、そ

のうち、「表示」に関する情報提供は２４６件と前月（２３１件）より増加しました。

図５ 内容別相談件数の前月との比較
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このうち、上位３項目をみると、「一般消費者・消費者団体」からの相談では「表示」、

「安全・衛生」に関する相談多くいずれも２５％を占めています。「企業関係者」、「農林

水産業従事者及びその団体」からの相談は７０％以上が「表示」に関する問合せとなって

います。

図７ 上位３項目（相談者別）の内容別相談件数

〔子ども相談〕

子ども相談については、子ども相談専用電話を設け、農林水産業や食品に関する子

どもの素朴な相談や質問にお答えしています。

１０月は全相談件数３，９３６件中７２件（２％）と前月（４９件）より増加しま

した。

図８ 子ども相談件数の推移 速報
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◆ 主な相談

＊ お米の生産調整が始まったのは昭和４４年ですか、それとも昭和４６年ですか。

＊ ドッグフードにメラミンが含まれていないか心配だが、検査できますか。

＊ 小麦はオーストラリア・中国からどのくらい輸入されていますか。

＊ ぎんなんはかぶれると聞いたが本当ですか、たくさん食べてもいいですか。

＊ 企業で農業法人を立ち上げ、新しく農業に参入したいので相談先を教えてほしい。

◆ 要望・意見〔１０月分２９７件〕 主なもの

＊ 農林水産省の職員が仕事をしないから今回の事故米の問題が起きた。事故米の廃棄

処分や組織の見直し、職員の処分を行ってもそれで問題が解決するわけではない。生

ぬるい対応では国民は納得しない。

＊ こんにゃくゼリーを作っている会社だけに自主回収を求めるのは間違っている。他

にも喉に詰まる食べ物はたくさんあるから、それらの会社にも自主回収するように言

わないと不公平だ。

＊ 輸入食品の安全性の検査は厚労省が担当していると聞いた。しかし、安全な食品を

供給することが農水省の仕事なのだから、輸入食品の検査を含め、食品に関すること

は農水省が一元的に担当すべきだ。

＊ 食品の表示偽装や、外国産の食品の安全性が問題になっていることから、消費者は

加工食品がどこで誰によって作られたのかを知りたがっている。原料原産地表示を拡

大するにはコストもかかり困難なので、製造業者名等を表示するほうが、現実的であ

るし、どこで誰が作ったのかが分かるので安心だ。

＊ 乳価が低いため酪農家の経営が成り立たないと報道されていた。牛乳の生産に必要

な経費や手間賃に見合った乳価にすべきだ。そうしないと牛乳や乳製品の供給量が減

って消費者も困ることになる。

◆ 苦情〔１０月分１２７件〕 主なもの

＊ 汚染米のことで毎日電話しているが、担当者が質問に対して答えられない。原因は

農林水産省にあるんだから、答えられるはずだろう。省内の職員を教育しろ。できて

当然のことがきちんとできない者はクビだ。

＊ 国は、腐った米を外国から買ってきたり、ギョウザやいんげんなど危険な食品を輸

入したりと、おかしなことばかりしている。三笠フーズへも検査に行ったのではなく、

接待を受けに行ったのだ。公務員倫理審査は過去５０年にさかのぼって調査し、処分

しろ。退職金も奪い返せ。

＊ 農林水産省がやっていることはおかしいことばかりだ。減反しているのに外国から

お米を輸入するから、地方の農業はどんどんダメになっている。もっと農村や頑張っ

ている農家のことを考えた政策をとるべきだ。農林水産省の職員は、大学を出ただけ

ではなく１年間くらいは農業を体験して、日本の農業に何が必要か考えるべきだ。
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制 品 表 安 量 価 包 販 商 生 資 輸 栽 機 苦 そ 合

内　　容 度 質 全 装 売 品 産 料 出 培 能 情 の

・ ・ ・ ・ ・ 知 ・ 請 入 ・ ・ 他

基 規 衛 容 サ 識 流 求 ・ 養 効 計

準 格 示 生 目 格 器 │ 通 ・ 貿 殖 能

品 目 等 ビ ・ 照 易 ・

ス 消 会 飼

費 育

生 き 物 2 1 3

種 ・ 苗 ・ 花 き 2 2 1 2 7

穀 類 及 び そ の 加 工 品 64 59 499 168 7 8 3 8 18 52 15 10 8 4 60 106 1089

豆類いも類及びその加工品 6 77 25 1 4 6 1 5 125

青 果 物 及 び そ の 加 工 品 19 6 227 60 2 3 28 12 1 9 5 3 16 391

他の農産物及びその加工品 5 4 44 5 1 7 1 1 2 70

畜 産 物 及 び そ の 加 工 品 16 5 113 22 1 1 3 4 3 1 2 3 9 183

牛 乳 及 び 乳 製 品 2 20 8 2 1 1 1 2 1 38

水 産 物 及 び そ の 加 工 品 21 7 308 13 5 1 2 2 1 1 14 375

油 脂 類 1 2 7 2 1 1 1 15

調 味 料 及 び ス ー プ 類 4 3 74 8 1 5 2 97

飲 料 4 2 43 21 1 17 1 3 3 95

菓 子 6 4 150 28 1 1 1 1 1 4 197

そ の 他 の 加 工 食 品 7 4 177 18 1 1 1 3 7 219

新 食 品 1 1 11 5 1 1 20

小 計 158 97 1750 385 17 10 8 20 91 77 23 23 16 5 74 170 2,924

食 品 添 加 物 1 9 3 1 14

林 産 物 1 2 2 2 1 8

農薬 ・肥 飼料 等・ 医薬 品 16 1 3 15 3 1 1 5 45

機 械 ・ 用 具 3 1 1 1 2 8

特定の商品をあげないもの 64 5 140 40 1 2 3 1 6 6 9 7 4 5 20 313

農 政 等 63 1 10 10 0 0 1 2 0 25 68 4 5 1 36 101 327

そ の 他 36 25 10 9 2 4 55 2 4 11 139 297

月 計 338 105 1937 468 18 12 12 33 106 112 159 37 25 10 127 437 3,936

１０月分　消費者相談件数
［　品目別・内容別　］
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☆ 特別展示状況

■平成２０年１０月の特別展示 入場者数

10月６日～10月10日 やっぱり安心！冷凍食品 906人

10月14日～10月17日 ～森からの贈りもの～きのこなどの特用林産物 602人

10月20日～10月24日 ｢大好きいばらき農業農村フォトコンテスト｣作品展 306人

10月27日～10月31日 木づかい推進月間 619人

第２弾：オフィスでできる木づかいエコ活動

■平成２０年１１月の特別展示

11月４日～11月７日 食品表示とＪＡＳ規格

11月10日～11月14日 有機農業の目指す世界

11月17日～11月21日 ともに考えよう！私たちの食料の未来

11月25日～11月28日 養豚を学ぼう！～安全・安心でおいしい豚肉の生産とは？！～

◆ 特別展示「やっぱり安心！冷凍食品」

１０月１８日は、冷凍食品の日です。冷凍食品の安全性への信頼をより一層高めるた

めに実施されている様々な取組や、冷凍食品がもつ特性・利便性などをご紹介しました。

また、「えだまめ」や「メンチカツ」などの冷凍食品の試食を行いました。

← 冷凍食品の試食風景

◆ 特別展示「～森からの贈りもの～きのこなどの特用林産物」

１０月１５日は、”きのこの日”です。現在は、栽培技術の発展とともに年間を通じ

て食べられている”きのこ”について、栽培方法などをパネルやパンフレット等により

わかりやすく解説するとともに、きのこ、竹、漆、炭等の特用林産物について実物を展

示し紹介しました。

↓ しいたけなどのきのこが

展示されました

↑ 炭製品の数々
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◆ 特別展示「「大好きいばらき農業農村フォトコンテスト」作品展」

茨城県の農業・農村風景や整備事業などを写真にてご紹介しました。農業・農村は、

食料の安定供給に重要な役割を果たしているだけでなく、国土・自然環境の保全、「ゆ

とり」や「やすらぎ」の提供、伝統文化の継承など、多面的な機能を有しています。

今回の展示では、１２回目となる昨年度の「私の大好きな茨城の農業農村」をテーマ

に募集した応募作品から、入賞作品をご紹介しました。

茨城県知事賞 優秀賞

「親子で収穫」 「出荷の日」

◆ 特別展示「木づかい推進月間 第２弾：オフィスでできる木づかいエコ活動」

「木づかい」とは、暮らしの中に国産材の製品をどんどん取り入れて日本の森林を育

てるエコ活動です。いま、職場や事業分野で国産材利用の取組の輪が広がっています。

このような企業の具体的な木づかい事例をご紹介しました。

↑ ちょっと一息。ゆっくりできそうですね。

職人技が

光ります！→

癒しを感じさせる

木製品の数々 ↑→
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☆ 地方の『消費者の部屋』だより

近畿農政局 消費者の部屋
近畿農政局「消費者の部屋」は、JR 京都駅から地下鉄烏丸線を乗り継いで、丸太町駅

下車徒歩約１５分、京都府庁の西隣にある京都農林水産総合庁舎の１階にあります。

「消費者の部屋」では、テーマを設けた常設展示や特

別展示を行っており、２０年度は１５のテーマで企画し、

１１月は「お茶のはなし」で宇治茶をはじめとする近畿

のお茶に関するパネルなどの展示をしています。

また、本年、京都では源氏物語千年紀の各種催しが行

なわれており、近畿農政局においても源氏物語千年紀に

よせて、食生活の歴史をたどる特設コーナーを設けて

います。 【「源氏物語千年紀」のコーナー】

庁舎内のほか、郵便局、他機関が行うイベント会場

等での「移動消費者の部屋」にも取り組んでいます。

５月には、銀行でのはじめての取り組みとして滋賀

銀行丸太町支店のご協力により「ご存じですか？食品

表示」「食料自給率の向上にむけて」をテーマとして

パネル展示を行い

ました。

【滋賀銀行での展示 5/1 ～ 30】
また、パネル展示等の取り組みの他に、「子ども等農

業体験交流教室」を開催しています。都市住民を農村

部に招き、ゆずのもぎ取り体験やおにぎり作りを通し

て、農業への理解の醸成と農山漁村での生活等の魅力

を発信し、都市と農山漁村の共生・対流の推進を目的

として、昨年同様１１月に実施しました。

京都大阪森林管理事務所、箕面森林環境保全ふれあ 【農業体験交流教室 昨年のようす】

いセンターと共催で毎年「夏休み親子木工教室」を実施しています。子どもたちが小枝や

木材の端材を使ってキーホルダーやおもちゃなどの作

品づくりをして、木に親しむとともに、紙芝居を通じ、

山村・林業の役割りなどの理解を深めるきっかけにな

りました。

近畿農政局「消費者の部屋」

京都市上京区西洞院通り下長者町下ル丁子風呂町

電話 ０７５－４１４－９７６１

消費・安全部消費生活課

【夏休み親子木工教室 7/29】
※今年度は、庁舎耐震工事のため、ご迷惑をおかけします。
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関東農政局栃木農政事務所消費者の部屋

栃木農政事務所は、JR 宇都宮駅から徒歩２５

分、東武宇都宮駅からは１０分のところに位置し

ており、庁舎一階玄関に「消費者コーナー」を設

置し、食事バランスガイド、食品表示等各種パネ

ルの展示また各種パンフレットを常置し来庁者へ

の情報提供、相談業務に対応しているところです。

今年度は移動消費者の部屋として事務所から徒

歩５分のところにある(財)栃木県婦人会館１ F フ

ロアーを借りて、毎月食育の日の週に消費者コー

ナーを設置し、食育に関する各種パネルやパンフ

レット、食事バランスガイドのフードモデルを展

示しています。さらに夏休み期間中は小学生を対

象とした展示内容とし一層の情報提供等に努めて

います。

その他県民の日記念行事等の各種野外イベン

トでは、移動巡回車「食太郎」を最大限活用し

て消費者の皆さんに親しんでもらえる活動を行

っています。

また、６月の食育月間には婦人会館での展示に

加え、同じく事務所から徒歩５分圏内にある宇

都宮市役所の一階市民ホールにて、食育パネル

展を開催。事務所の消費者コーナー展示と合わ

せ同時期に３カ所で展示を試みました。

６月以降も地域課を含め県内各所で消費生活展などのイベントに移動消費者の部屋を

設置し、県内各地で食育の推進、自給率の向上に向けた情報の受発信に努めています。

関東農政局 栃木農政事務所 消費生活課

栃木県宇都宮市中央２－１－１６

電話番号 ０２８（６３３）３１１４

ＦＡＸ ０２８（６３３）４０７３

県民の日記念行事

婦人会館移動消費者の部屋

事務所消費者コーナー
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☆ 農林水産省への訪問対応

■平成２０年１０月の訪問 訪問者数

大阪府近畿大学附属小学校５年生 ９４名

秋田県立大学生物資源科学部３年生 ６名

合 計 ２件 １００名

訪問の生徒さんには、特別展示室のほか、３階の記者会見室、４階の消費者情報官室及び消費・安

全局幹部の部屋などを適宜見学して頂いています。

【こんな質問がありました】

＊ どのような仕事をしているのですか。

＊ 今、畜産業が抱えている課題と問題点を教えてください。

＊ 農林水産省の機構について教えてください。

＊ どのような仕組みで法律、制度を作っているのですか。

【訪問対応の様子】

メモを取りながら、一生懸命話を聞いて

いました
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☆ 相談事例（１０月分）

Ｑ１ 三分がゆ、五分がゆなど、おかゆの水加減について教えて下さい。

Ａ：おかゆ（お粥）は精白米をやわらかく炊いたもので、その濃さは、米と水の割合

によって決まります。全がゆ（２０％がゆ）は米１：水５の割合、七分がゆ（１５

％がゆ）は米１：水７の割合、五分がゆ（１０％がゆ）は米１：水１０の割合、三

分がゆ（５％がゆ）は米１：水２０の割合です。なお、普通の精白米のご飯は米１

：水１．２程度の割合、胚芽精米のご飯は米１：水１．５程度の割合です。

（参考資料：「五訂増補食品成分表２００６」女子栄養大学出版部、「料理食材大

事典」主婦の友社）

Ｑ２ 野菜と果物の違いを教えてください。また、すいか、メロンは野菜、果物のどちらで

すか。

Ａ：野菜と果物（果実）の分類については、はっきりした定義はありません。あるも

のを野菜に分類するか果物に分類するかは、国によっても違い、日本でも生産・流

通・消費などの分野で分類の仕方が異なるものもあります。

生産分野においては、一般的に次の特性を持つ植物が野菜とされています。

１．田畑に栽培されること（栽培されていない山菜などは野菜と区別することが

多い）

２．副食物であること

３．加工を前提としないこと（こんにゃくのような加工を前提とするものは野菜

としていない。漬物のように原料形質がはっきり残っているものや家庭におけ

る簡易加工は加工に含まない）

４．草本性であること

しかし、どの定義も確固たるものではありません。

また、農林水産省では、果実を、生産や出荷の統計をとる上で果樹として分類して

います。この果樹は、木本性などの永年作物のことをいいます。なお、いちご、メロ

ン、すいかなどは野菜に分類されますが、果実的な利用をすることから果実的野菜と

して扱っています。

（参考資料：「野菜の生態と作型」（社）農山漁村文化協会、「果樹生産出荷統計」

農林水産省統計部）

Ｑ３ ごまやごま油の歴史や利用法などについて知りたい。

Ａ：ごまの原産地はアフリカといわれ、古代エジプトで、医薬書にごまが健康によい
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ことや薬用に使われていたことが象形文字で記されています。日本でも奈良時代に

は、ごまをしぼってごま油が作られ料理に利用されていたようで、平安時代の「延

喜式」にも、ごまは料理や菓子に、ごま油は食用、薬用、灯火用に使用されていた

ことが書かれています。

ごまには脂肪約５０％、タンパク質約２０％のほか、カルシウム、鉄、ビタミン

Ｂ 1・Ｂ 2・Ｅなどが含まれ、栄養価の高い食品です。煎ると香ばしい味と香りが

出るため、料理にはごまじょうゆ、ごまみそ、ごま酢など、他の調味料と混ぜて素

材の味付けに使われます。また、ごま豆腐、菓子、ドレッシングなどに利用されて

います。

ごまの主成分である脂肪分は不飽和脂肪酸のリノール酸を約４５％、オレイン酸

を約４０％含んでいます。不飽和脂肪酸はすぐに酸化されて過酸化脂質にかわりま

すが、ごまには、この酸化作用を防ぐセサモールやビタミンＥが含まれているため、

ごま油は保存や加熱時の酸化が起きにくいので、てんぷら油に向いています。

（参考資料：「料理食材大事典」主婦の友社、「五訂増補食品成分表２００６」女

子栄養大学出版部）



☆ 消費者の部屋ホームページをリニューアルしました！

＊ 消費者の部屋のトップページ http://www.maff.go.jp/j/heya/ から、さまざまな情報

がご覧いただけます。ぜひアクセスしてみてください。

◇消費者相談

過去の主な相談事例を掲載しています。

◇特別展示の様子

特別展示の様子の詳細について、パネルの内容や展示物の写真など、展示の一部を詳

しく掲載し、東京霞が関まで足を運べなかった方々にも展示情報をお届けします。

農林水産省「消費者の部屋」へお越しの際は、北別館入口から入館していただくと、通行

証無しで入室できます。皆様のお越しをお待ちしています。

平成２０年１１月発行

編集・発行 農林水産省 消費者の部屋

担当；本部、前川、山田、堰本
TEL ０３－３５９１－６５２９（直通）
FAX ０３－５５１２－７６５１

ここをクリック
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